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1.背景と目的  
	
 日本では戦後から現代にかけて、土地生産性及

び労働生産性の向上に偏った農業生産活動が進

み、化学肥料や農薬が不適切に使用されてきた。

その結果、肥料や農薬の化学成分や栄養の余剰分

が、周辺土壌や河川を汚染し周辺環境やその場所

に生息する生物に多くの影響を与えた。よって従

来的農法では、持続的かつ安全な食料の供給は望

めないと考える。最近では環境への負荷を軽減し

た環境保全型農業が注目されるようになり、生産

性を低下させずに環境に配慮した農法を行うこ

とが今後の課題である。 
	
 棚田は日本の国土の約 7割を占める中山間地域
の代表的な農業形態であり、稲作の場としてだけ

ではなく、土砂崩壊防止機能や水源涵養・保水機

能、生態系の保全機能などを有しており、景観が

美しいことでも知られている。 
	
 このように棚田の保全は日本の伝統的な農村

風景、農村文化、地域環境を守ることに直結し、

今後に残すべき貴重な資源であると考えられる。

しかし農業従事者の高齢化や担い手不足、労働条

件の厳しさに伴う耕作放棄地の拡大が深刻化し

ている。 
	
 そこで本研究では今後の環境保全型農業の普

及・確立に寄与することを目的とし、日本大学生

物資源科学部生物環境科学研究センター（以下

CNES）に造成された棚田(図-1)において環境保
全型農業による稲作を実践した。その中で収量・

品質・水質・雑草量の調査を行い、生産性と CNES
棚田における現実的な農法について検討した。 
 
2.稲作の方法と使用した肥料  
	
 2.1 調査地概要と試験区の設定  
試験場所は、CNES の南側に位置する 4 段の

棚田で、図-2 は試験場所を模式的に示した図で
ある。各水田の面積を表-1 に示す。水は地下水
及び隣接する日本大学生物資源科学部附属農場

にて集水された雨水を塩化ビニル管を用いて供

給した。また今年度は棚田から漏水があったため、

水量が足りない所にはホースを使い地下水を直

接棚田へ供給した。4段の棚田を上部から A・B・
C・D段とし、さらにこの各水田を３等分して南
側から 1・2・3区とし、計 12区の水田に分けて
研究を行った。使用した品種はキヌヒカリで、栽

植密度は 20cm 間隔、5 月 30 日に田植え、9 月
24日に（Ａ段、Ｂ段、Ｃ段）、9月 27日（Ｄ段）
に稲刈りを実施した。 

 
図-1 学内棚田 

	
  
図-2	
 試験区の配置	
  

※矢印は水の流れを示す	
  
	
  
 

表-1 各調査区の面積 

1区 ２区 ３区 計

A段 61.4 52.9 57.1 171.4

B段 30.0 32.0 34.7 96.7

Ｃ段 30.5 31.6 20.6 82.7

Ｄ段 18.5 21.4 17.7 57.6

計 140.4 137.9 130.1 408.4

試験区(㎡)




